
伊豆市立修善寺南小学校 学校だより
学校教育目標 「共に輝く たくましい 南っ子」

重点目標 「あふれる笑顔 熱い瞳 まぶしい汗」

新年 明けまして おめでとうございます！
本年も 昨年同様 よろしくお願いします。

始業式では「丑年」にちなんで長野県の民話（下は概略）を紹介しました。

･･･山のふもとのある村に、とてもケチなおばあさんが住んでいました。
おばあさんは、いつも一人ぼっち、それをさびしいと思った事は一度もありません。
「誰かと仲良くしたら、お茶やお菓子を出して損をする。家にあげれば、部屋が汚れる」と言う始末。

お祭りの日、村人たちが声をかけても、お婆さんは知らん顔。
「神も仏も大嫌いさ。拝んだところで、腹一杯になるわけじゃなし、お布施を取られて大損だよ。」

するとその時、おばあさんの目の前に大きな牛が現れ、おばあさんの干していた白い布を角に引っか
けて駆け出しました。
･･･追いかけてお寺の境内まで来ると､どこからか、やさしいお経を唱える声が聞こえてきて、おばあさ

んをやさしく包み込みました。 「おや、こんなにいい気持ちは初めてだ。心が温かいよ」 おばあさんは、
目を閉じました。すると涙がどんどんあふれ､おばあさんの心をきれいにしていく様でした。
お経が終わる頃には涙も止まり、おばあさんの心はすっきりと晴れていました。おばあさんは、生まれて

初めて手を合わせました。
「きっと仏さまが、わしをここへ連れて来て下さったんじゃ」

それからというもの、おばあさんは村人たちに優しくする様に努めました。出来る手伝いがあれば、自
分から進んで手を貸しました。そうすればするほど心が暖かくなるのを、おばあさんは知ったのです。
その日から、いつも村人たちに囲まれる、心優しいおばあさんになったのです。

「ウシに引かれて善光寺参り」というお話です。
何かのきっかけで､人は大きく変わることができるのですね。

３学期の生活について
５日、横綱の白鵬関の新型コロナウイルス感染症「陽性」の報道がありました。先日にはバドミ

ントン桃田選手も罹患しています。鍛え抜き､抜群の体力を持つ方々にもコロナウイルスの猛威は
襲いかかっています。「いつ、誰が罹患しても不思議ではない。みんな同じ。」･･「でも、罹らないよ
うに最善の気配りはしないと･･。」決して油断することなく､気を引き締めていきたいと思います。
５日には文部科学省から「１都３県に緊急事態宣言が発令されても

小中高や大学の一斉休校を要請しない。」旨の発表もありました。
本校でも、感染予防の以下の点を繰り返し子どもたちに話しています。

教室でもマスク着用、手洗いやアルコール消毒はこまめに、そして

教室の換気もしっかりお願いします！もし、コロナで休む友達が出て

も､「自分だったら､どんな声かけをして欲しいか」と､考えてくれるとう

れしいです。優しさ・思いやりのあふれる学校のままでいましょう。

《住所》
伊豆市柏久保449
《電話番号》
0558-72-0149
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新年の抱負
始業式の始めに、４・２・６年生の代表が新年の抱負を発表しました。縄跳びや学習で具体的な

目標を掲げる２・４年生。小学校生活の締めくくりを充実させようと､自身の学習面ばかりではなく
下級生とのふれ合いや仲間作りに目標を設定する６年生。どの代表もとても立派な発表でした。

今まで協力し合った

算数の勉強を くやしさをバネ 経験を元に良い締めく

頑張ります！ に､２重跳びに くりを！ 一生懸命！

挑戦します！

３学期は50日間。２学期の84日間と比べてもあっという間です。
「寒い､寒い」といっているうちに終わってしまわないように、みんなで
気を引き締めていきたいと思っています。

表彰も行いました！
始業式は放送で行い､表彰は各教室に出向いて行いました。本来ならば､全校児童の前で個々

のがんばりを称揚したいところですが、今年度はなかなかそうはいかない状況です。それでも、ど
の教室でも温かい拍手を贈ってくれる素敵な仲間に囲まれて、とてもうれしそうでした。

【税のコンクール】 【ｱｲﾃﾞｨｱ貯金箱】

【読書感想文コンクール】 【席書コンクール】

冬休みの力作展示！
上学年の廊下には書き初め作品が掲示されています。近くに立つと、風にたなびく一枚一枚の

作品から､『こっちも見て』と語りかけられるような感じを受けます。それは、やっぱり子どもの思い
が込められているからですね。短い冬休みの充実した時間が伝わってきています。

授業も落ち着いて
右写真は１年生の教室です。整然と

並んで担任の先生に○付けをしてもら
う順番を待っています。成長している雰

おみくじ 囲気が伝わる微笑ましい時間です。


